

























対策を迫られた政府は、平成 16 年 3 月の第 159 国会に食育基本
法案を提出し、平成 17 年に食育基本法の成立に漕ぎつけた。さら














































































A QUESTIONNAIRE SURVEY INVESTIGATING THE PRESENT SITUATION IN THE FOOD EDUCATION 






































人（4都道府県）が配置され、平成 18 年度は 359 人（25 都道府県）、
平成 19 年度に 986 人（45 都道府県）と推移している。すべてが、
小学校に配属されているとして単純計算しても約 4％の充足率に過
ぎない。岡山県では、平成 19 年に 9 名が配置されているにすぎな
い。学校栄養職員は 271 名であるが、小中学校に配置されているの




















表 1 給食形態別に見た栄養士の配置（校長アンケート） 実数 
総 数 自校方式 センター方式 
配   置 (n=254) (n=121) （n=133） 
栄養教諭配置    22 13 9 
学校栄養職員配置  103 84 19 










員 84%（102 名）で、調理員とその他が 15 名であった。勤務してい












職員 調理師 その他 
給食形態 （n=122） （n=5） （n=102） （n=2） （n=13） 
自校方式 85 2 79 2 3 
センター方式 37 3 25 0 10 
 





















































 (n=255) (n=128) (n=127) 検定 
積極的に推進 53 67 39 
施行後に活動 22 19 26 
検討中 16 9 24 
推進
状況 
変わらない 9 5 12 
＊＊ 
組織設定した 10 11 10 
既にある 43 57 30 
20 年度より組織化 5 5 5 
作るが未定 18 11 26 
組織
設定 































χ2   食育対策 
 
内 容  
 (n=128) (n=24) (n=104) 検定 
積極的に推進 67 71 66 
施行後に活動 19 17 19 
検討中 9 4 1 
推進状況 
変わらない 5 8 5 
n.s. 
組織を設定 11 25 8 
既にある 57 50 59 
20 年度組織化 5 0 6 
作るが未定 11 8 12 
組織設定 






















































表 5 職種別の食育推進環境の評価（栄養士による） (%) 
推進 




















なんとなく 50 60 48 73 

















努力している 28 60 28 18  
どちらとも 45 20 45 64 n.s. 















いいえ 2 0 1 9 n.s. 
学校
内の





































































少しある 61 25 62 64 
指導の効果 




























































  表 7 職種別の食の指導の変化（校長による評価）   (%) 


















増えた 39 52 41 34 
指導
時間 











増えた 42 55 42 39 
指導
回数 











増えた 30 39 30 28 
指導
科目 



























  表 8 職種別の食指導の変化（栄養士による評価）    (%) 
食指導 
 













変わらず 60 40 63 40 
増えた 22 60 18 40 指導時間 
不明 18 0 19 20 
n.s. 
変わらず 58 40 60 40 
増えた 27 60 23 50 指導回数 
不明 15 0 17 10 
n.s. 
変わらず 63 20 64 70 
増えた 23 80 21 10 指導教科 
不明 15 0 15 20 
＊ 































変わらず 46 42 50 44  
増えた 50 58 44 54 n.s. 




















































各校に１人必要とする意見が 65％と多く、数校に 1人とする意見を 
 















各校に１人 36 50 45 25 
数校に１人 37 32 31 43 
センター１人 15 14 6 23 
数十校に１人 2 0 3 1 
学校栄養職員でよい 10 5 14 8 
＊＊ 
 ＊＊ ｐ<0.01 
 















各校に 1人 66 100 69 18 
数校に 1人 25 0 22 55 
センター1人 4 0 1 27 
数十校に 1人 1 0 1 0 
配置すべきと言えず 5 0 6 0 
＊＊ 
 ＊＊ ｐ<0.01 
 











各校に１人 45 36 66 
数校に１人 33 37 25 
センターに１人 11 15 4 
数十校に１人 1 2 1 
学校栄養職員でよい 9 10 5 
＊＊ 




































































































の課題, Bulletin of Sakura no Seibo Junior College, No.31, 
p97～104(2007)  
７)山田晴香,合田清,野口孝則,兵庫県下の小学校の食教育の意識
について,第 1回日本食育学会総会学術大会抄録,p52(2007) 
 
 
